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1. はじめに 

著者らは住宅生産時における SDGs の推進のため研

究を進めてきた 1)，2)。その理解促進のために「SDGs い

えづくりカードゲーム」を開発した 3)。このカードゲ

ームは住宅生産者（建築士事務所，建設会社）や消費

者を対象に，仮想のいえづくりを通じて SDGs の達成を

体験するものである。この体験を通じて，いえづくり

と SDGs との関わりについて住宅生産者と消費者とが

理解を深めることで，実際のいえづくりの中で SDGsの

達成に資する行動がとれるよう互いに協力できるきか

っけとなることを期待している。 

2021 年度に徳島県補助事業（令和 3 年度とくしまリ

カレント教育推進事業）にて，カードゲームの公認フ

ァシリテータ養成講座を徳島県内の住宅生産者と建築

主を対象に実施し，住宅事業者 13 名，消費者 3 名，計

16 名のファシリテータを養成した。この取り組みは，

高専の研究成果を実社会の課題解決のためリカレント

教育に応用したものであり，その報告を行うことは社

会貢献，社会人教育，企業における技術者教育等の面

から有益性を有すると考える。 

 

2. 要請講座の概要 

・講座名称：SDGs いえづくりカードゲーム公認ファシ

リテータ養成講座 

・実施期間：2021 年 11 月～2022 年 3 月 

・実施場所：オンラインまたは実施（阿南高専） 

・講座内容：次の 3 つの講座を実施した。うち，(1)，

(2)は必修とし，両方を受講した受講者を公認ファシ

リテータとして認定した。(3)は選択科目とした。 

(1) SDGｓいえづくり講習  8 回 

 (2) ファシリテーション講座 1 回 

(3) SDGs いえづくり体験   2 回 

・総授業時間：32 時間（うち必修 22 時間） 

・講師数：8 名 

・周知方法：ランディングホームページ制作，県内建

築等関係機関への周知のためチラシ配布（建築士会，

建築士事務所協会他） 

 

3. 要請講座の詳細 

(1) SDGｓいえづくり講習（図 1）では，SDGs いえづ

くりカードゲームの学習を通じて得られる知識の説明

やゲームの進め方，ゲームを進めるにあたり最低限必

要となる住宅設計等に関する知識について教授した。

特に SDGs に関わる建築の具体的な手法を整理したカ

ードが 150 枚あり，これらの内容についてファシリテ

ータは一定の理解を持っておく必要があるため，その

部分を重点的に解説した。 

 

 
図 1 SDGｓいえづくり講習（オンデマンド）の一場面 

 

授業は，各回 1 時間以内の授業動画をオンデマンド

にて発信し，受講者が各自で動画受講をする形式で行

った。学習支援システム等による出席は設定せず，各

回の最後に問題を設定し，その回答を web フォームか

ら行うことで出席を確認した。 

各回の内容は次の通りである。 

1)SDGｓいえづくりカードゲームへの思い 

2)SDGｓをカードゲームで学ぶ意味 

※1阿南工業高等専門学校創造技術工学科 准教授 
※2 四国大学短期大学部 ビジネス・コミュニケーション科

教授 
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3)SDGｓとエシカルの関係 

4)外皮計算・省エネ計算の方法について 

5)SDGｓいえづくりカードゲームの進め方 

6)企画段階のカード 

7)設計段階のカード 

8)施工・維持管理段階のカード 

 

 (2) ファシリテーション講座（図 2）は，当初対面

で実施する予定であったが，コロナ禍のためオンライ

ンにて 5 時間以内で開催した。はじめにファシリテー

ションの心構えを説明した後に，実際にカードゲーム

を使用しながら説明の方法や話題提供等においてどの

ようにファシリテートをしていくかについて実践的な

内容を説明した。 

 

 
図 2 ファシリテーション講座（オンライン）の一場面 

 

3) SDGs いえづくり体験では，パーマカルチャー体

験（実地）と石積み体験（コロナ禍のため実地からオ

ンラインへ変更）とを実施した（各回 5 時間以内）。 

 パーマカルチャー体験では，パーマカルチャーに関

する技術や SDGs との関わりについて説明をした後に，

地元建材を活用した土壁や竹木舞窓等の制作体験を，

阿南高専内にある実習用木造施設にて行った。石積み

体験はコロナ禍のためオンラインにて解説を行った。 

 

 

図 3 SDGs いえづくり体験の一場面 

4. 参加者の評価・感想 

 参加者の評価は高く，16 名全員が講義の内容を好意

的に評価し，スキルアップや新しい技術の習得に役立

ったと評価した。 
 以下，感想文の一部を抜粋する。いえづくりの中で

SDGsの達成に資する行動がとれるよう互いに協力でき

るというポジティブな評価がみられた。 
・カードゲームを体験（web 授業なので疑似体験？）

したことにより，これほどまでに「SDGs いえづくり」

に対して体感的に踏み込んで行けるものなのかと驚

きました。SDGsが社会課題であると理解していても，

それはどこか「社会」と言う自分から離れた存在で

ありました。それがゲーム参加によって「他人事」

が瞬時に，圧倒的スピードで「自分事」に変化し，

自分の中に在るものが変化し，目の前の世界が少し

違って見えるような感覚を得ました。 

・家づくりについて，作り手と施主との対話の仕方を

より深く考えるきっかけになりました。 

・工務店として，お客様に説明することで理解を深め

てもらう責任を担っていると改めて感じました。 

・カードゲームを通じて施主側･工務店側の家に対する

共通課題，目標が見え，資金計画感覚も同時に養え

るのが良いと感じた｡ 

・知らなかったカードの内容について，資料先まで記

載があったので理解を深める良い機会になりました。 

・大学で SDGs に関する講義を受けており SDGs の重要

性は知っておりましたが，SDGs を考えながら家を建

てることは難しいなと感じました。また私は実際に

働いておらず現場に関する知識がないため，今回の

カードを利用して知識を取り入れたいと思いました。 

 反対に，次の点についてはカードゲームの改良点と

して今後の研究にて検討する必要がある。 

・特に設計，施工のカードにおいて，複雑な内容のも

のが多く実際お施主様と一緒に実施するのであれば，

自社で改良が必要だと思いました。 

・何回もやってみないとファシリテーターとしての活

動は難しいと思いました。 
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